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学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

内
池
慶
四
郎
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

　
助
教
授
内
池
慶
四
郎
君
の
学
位
請
求
論
文
は
「
出
訴
期
限
規
則
略
史
」
を
主

論
文
と
し
、
「
時
効
の
目
的
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
」
及
び
「
無
意
識
的
不
合

意
と
錯
誤
と
の
関
係
」
を
副
論
文
と
す
る
。

　
次
に
そ
の
審
査
に
つ
き
報
告
す
る
。

　
一
　
本
論
文
中
の
主
論
文
は
、
明
治
前
期

（
維
新
直
後
の
新
政
府
に
よ
る
西

欧
法
移
入
よ
り
明
治
三
〇
年
代
の
現
行
民
法
典
制
定
、
実
施
に
至
る
ま
で
の
時

期
）
に
お
け
る
消
滅
時
効
制
度
の
制
度
史
的
論
述
で
あ
る
が
、
本
論
文
全
体
の

構
想
は
、
現
行
時
効
法
に
お
け
る
問
題
点
を
歴
史
的
に
追
及
し
て
、
現
在
の
解

釈
法
学
が
取
扱
つ
て
い
る
時
効
の
諸
問
題
の
歴
史
的
な
意
味
を
確
定
す
る
こ
と

に
あ
る
。
従
つ
て
、
本
論
文
の
志
向
す
る
方
向
は
、
法
制
史
上
の
資
料
、
技
術

に
拠
り
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
実
定
法
学
上
り
実
践
的
面
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
．
従
来
の
私
法
学
上
の
方
法
と
し
て
比
較
法
学
的
方
法
が
一
般
に
流

布
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
歴
史
的
ア
ゾ
ロ
ー
チ
が
軽
視
さ
れ
て
き
た
嫌
い
が

あ
る
と
す
る
筆
者
は
、
明
治
前
期
に
お
け
る
時
効
制
度
を
単
に
当
時
の
外
国
制

度
と
並
列
的
に
比
較
す
る
の
で
は
な
く
．
そ
の
移
入
の
あ
り
方
ー
移
入
者
、

在
来
旧
制
度
と
の
接
触
、
そ
れ
を
要
求
す
る
社
会
的
背
景
等
ー
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
　
　
（
一
四
四
二
）

こ
れ
を
捉
え
よ
う
と
す
る
所
謂
「
た
て
の
比
較
法
学
」
的
研
究
を
主
張
す
る
。

　
本
論
文
の
内
容
は
、
諸
論
　
（
明
治
時
効
法
の
系
譜
と
出
訴
期
限
規
則
）
、
本

論
（
出
訴
期
限
規
則
を
め
ぐ
る
時
効
法
の
変
遷
）
、
附
録
　
（
明
治
前
期
時
効
立

法
関
係
資
料
）
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
諸
論
に
お
い
て
、
本
論
文

の
主
題
た
る
出
訴
期
限
規
則
を
め
ぐ
る
諸
間
題
の
所
在
を
示
し
、
そ
の
諸
問
題

を
取
扱
う
方
法
を
述
べ
て
い
る
．

　
問
題
を
取
扱
う
方
法
と
し
て
、
三
つ
の
方
法
即
ち
④
出
訴
期
限
規
則
の
制
度

的
展
開
を
軸
と
し
て
、
明
治
前
期
時
効
法
の
実
定
的
機
能
を
追
跡
す
る
研
究
、

㈲
明
治
初
年
以
降
現
行
民
法
典
制
定
に
至
る
ま
で
の
法
典
編
纂
事
業
を
追
う
時

効
立
法
史
の
研
究
、
の
上
記
二
個
の
方
法
に
お
け
る
実
務
と
立
法
と
を
指
導
せ

る
時
効
理
論
の
学
説
史
的
研
究
、
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
本
論
は
、
主
と
し

て
④
の
方
法
を
と
り
つ
つ
、
舞
の
方
法
を
そ
の
補
強
と
し
て
併
用
す
る
態
度

を
採
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
も
出
訴
規
限
規
則
は
、
時
効
法
た
る
べ
き
志
向
を
以

て
誕
生
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
制
定
当
時
か
ら
直
に
時
効
法
と
し
て
の

機
能
を
果
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
制
定
後
の
運
用
を
通
じ
て
数
字
に
わ

た
る
内
容
の
変
化
を
経
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
訴
訟
制
度
の
整
備
と
学
説

の
進
歩
に
伴
つ
て
、
漸
次
に
近
代
的
時
効
法
と
し
て
形
成
さ
れ
て
往
つ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
二
　
本
論
は
七
章
に
岐
れ
て
い
る
が
、
「
出
訴
期
限
規
則
を
め
ぐ
る
時
効
法

の
変
遷
」
に
つ
い
て
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
．

　
第
一
章
「
前
代
遺
産
の
承
継
と
新
立
法
へ
の
志
向
」
に
お
い
て
は
、
出
訴
期

限
規
則
の
制
定
に
至
る
法
制
史
上
の
背
景
を
維
新
当
初
の
民
事
裁
判
に
お
け
る

旧
幕
時
代
の
成
規
、
慣
行
の
承
継
と
い
う
角
度
よ
り
観
察
し
て
い
る
。
こ
こ
で



　
み
や
す
た
だ
し
　
　
な
か
ゑ

は
目
安
糺
、
仲
間
事
等
の
旧
幕
期
の
制
度
と
共
に
新
政
府
に
引
継
が
れ
た
訴
権

制
限
の
手
段
の
う
ち
、
と
く
に
相
対
済
令
と
し
て
伝
統
法
の
最
後
の
輝
や
か
し

き
発
現
と
評
さ
れ
る
明
治
五
年
布
告
第
三
〇
〇
号
回
三
七
号
の
両
布
告
が
来

た
る
べ
き
近
代
的
時
効
法
を
受
け
容
れ
る
べ
き
制
度
的
基
盤
と
し
て
翌
六
年
の

出
訴
期
限
規
則
と
連
絡
す
る
こ
と
が
．
三
個
の
伺
指
令
（
明
治
五
年
一
一
月
三

日
司
法
省
に
対
す
る
山
梨
裁
判
所
伺
、
六
年
一
月
九
日
司
法
省
聴
訟
規
則
課
よ

り
司
法
省
当
局
に
対
す
る
伺
、
六
年
九
月
三
目
司
法
省
よ
り
太
政
官
に
対
す
る

伺
）
に
よ
り
論
証
さ
れ
て
い
る
。
従
来
殆
ん
ど
不
明
で
あ
つ
た
出
訴
期
限
規
則

立
法
の
事
情
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
、
わ
が
法
学
界
に
お
い
て
も
最
初

の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
章
｛
出
訴
期
限
規
則
と
外
国
法
理
の
移
入
」
に
お
い
て
は
、
当
時
の
外

国
法
移
入
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
民
法
及
び
英
法
上
の
時
効
法
理
移
入
と
の
関
係

か
ら
、
出
訴
期
限
規
則
に
含
ま
れ
る
外
国
時
効
法
の
影
響
を
検
討
し
て
い
る
。

同
規
則
が
フ
ラ
ソ
ス
民
法
の
プ
レ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
　
（
鷲
霧
建
号
ぎ
b
）
　
の
系

列
と
英
法
の
リ
ミ
テ
イ
シ
ョ
ン
（
団
暑
欝
菖
自
）
の
系
列
と
、
い
ず
れ
の
法
系
を

継
受
し
た
も
の
か
に
つ
い
て
、
法
制
史
家
に
も
説
が
分
れ
、
現
在
殆
ん
ど
の
学

説
は
、
こ
れ
を
英
法
系
と
解
す
渇
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
フ
ラ
ソ
ス
法

の
承
継
と
見
る
も
の
で
あ
る
。
出
訴
期
限
規
則
の
各
項
目
に
つ
い
て
そ
の
外
国

法
的
要
素
を
分
析
し
、
当
時
移
入
さ
れ
つ
つ
あ
つ
た
外
国
法
理
の
講
義
録
、
解

説
書
、
翻
訳
等
の
文
献
と
対
比
し
て
、
出
訴
期
限
規
則
の
構
成
に
、
フ
ラ
ン
ス

民
法
の
特
別
短
期
時
効
に
関
す
る
規
定
の
影
響
あ
り
と
し
、
こ
れ
に
反
し
て
英

法
的
要
素
は
見
当
ら
な
い
と
し
、
そ
の
立
法
趣
旨
に
お
い
て
取
引
一
般
を
規
制

す
る
近
代
的
時
効
制
度
の
樹
立
を
既
に
目
的
と
し
、
そ
の
構
成
の
枠
組
を
フ
ラ

　
　
　
　
学
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

ン
ス
民
法
の
時
効
規
定
に
求
め
な
が
ら
、
な
お
そ
の
内
容
に
お
い
て
．
わ
が
隠

来
の
伝
統
的
訴
訟
整
理
の
技
術
的
影
響
を
強
く
残
し
て
い
る
特
異
な
立
法
で
あ

る
と
性
格
づ
け
て
い
る
。

　
第
三
、
四
、
五
章
の
三
章
に
わ
た
つ
て
「
出
訴
期
限
規
則
に
お
け
る
時
効
法

理
の
展
開
」
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
出
訴
期
限
規
則
の
制
定
後
に
お
け
る
運
用

の
変
化
を
四
段
階
に
分
け
て
立
証
し
よ
う
と
す
る
。
即
ち
時
期
的
に
ω
明
治
六

年
の
規
則
制
定
よ
り
明
治
一
〇
年
の
目
安
糺
廃
止
の
時
期
ま
で
　
（
第
一
期
）
、

¢⇒

目
安
糺
廃
止
以
後
、
明
治
一
六
年
一
月
一
九
目
援
用
に
関
す
る
司
法
省
内
訓

の
発
せ
ら
れ
る
に
至
る
時
期
（
第
二
期
）
、
の
明
治
一
六
年
の
前
記
司
法
省
内

訓
以
後
、
現
行
民
法
典
が
実
施
さ
れ
た
明
治
三
〇
年
代
前
半
ま
で
の
期
間
（
第

三
期
）
、
◎
現
行
民
法
典
実
施
以
後
の
時
期
（
第
四
期
）
で
あ
る
。
従
来
の
学
説

が
、
出
訴
期
限
規
則
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
見
解
を
異
に
し
た
の
は
、
出
訴
期

限
規
則
が
そ
の
運
用
を
通
じ
て
前
記
四
段
階
に
わ
た
り
，
「
質
的
転
化
」
1
時

効
法
と
し
て
の
進
化
ー
を
遂
げ
て
い
る
事
実
を
全
く
無
視
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
と
主
張
す
る
。

　
そ
の
第
一
期
に
お
い
て
は
、
旧
幕
以
来
の
職
権
的
訴
権
審
査
手
続
で
あ
る

「
目
安
糺
」
に
支
配
さ
れ
、
援
用
、
中
断
、
停
止
等
の
時
効
法
的
技
術
は
開
発

さ
れ
る
余
地
は
な
く
、
従
つ
て
時
効
法
と
し
て
の
本
来
の
機
能
を
抑
圧
さ
れ
た

も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
訴
訟
制
度
一
般
の
改
革
が

進
め
ら
れ
、
形
式
的
審
査
の
弊
を
脱
し
て
目
安
糺
を
中
心
と
す
る
書
証
重
視
の

訴
訟
形
式
が
次
第
に
実
質
的
審
査
に
入
る
時
代
的
流
れ
の
中
に
時
効
法
と
し
て

の
出
訴
期
限
規
則
が
、
そ
の
展
開
の
き
ざ
し
を
見
せ
、
や
が
て
目
安
糺
廃
止
に

伴
つ
て
、
同
規
則
が
中
断
、
停
止
等
の
面
で
従
来
の
形
式
的
証
拠
方
則
か
ら
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
　
（
一
四
四
三
）



　
　
　
　
学
位
講
求
論
文
，
審
査
要
旨

質
的
時
効
制
度
へ
と
醇
化
を
遂
げ
た
と
す
る
。

　
第
二
期
は
、
援
用
の
法
理
を
通
じ
て
時
効
法
と
し
て
の
出
訴
期
限
規
則
が
確

立
す
る
時
代
と
な
る
。
明
治
八
年
以
後
の
大
審
院
の
初
期
の
判
例
を
検
討
し
、

出
訴
期
限
規
則
が
当
事
者
の
援
用
を
ま
つ
て
初
め
て
適
用
さ
る
べ
く
、
職
権
に

よ
り
適
用
さ
れ
る
べ
ぎ
で
な
い
と
す
る
判
例
理
論
が
確
立
し
て
い
た
事
実
を
指

摘
す
る
と
共
に
当
時
の
支
配
的
学
説
と
し
て
の
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
の
時
効
論
（
時

効
を
以
て
長
年
月
の
経
過
に
よ
る
権
利
取
得
或
は
義
務
免
脱
の
推
定
と
み
る
）

が
時
の
実
務
、
立
法
に
与
え
た
影
響
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
判
例
理
論
の
進
展

と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
時
効
理
論
と
の
連
結
を
果
し
た
も
の
は
、
弘
前
始
審
裁
判

所
よ
り
の
請
訓
を
機
縁
と
し
て
明
治
一
六
年
二
月
司
法
省
が
各
裁
判
所
に
発
し

た
内
訓
第
八
七
八
号
で
あ
る
。
こ
の
司
法
省
内
訓
は
従
来
そ
の
存
在
す
ら
も
知

ら
れ
て
い
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
訓
に
よ
り
援
用
し
な
け
れ
ぽ
出

訴
期
限
を
判
定
せ
ず
と
の
法
理
が
一
般
の
裁
判
に
定
着
し
、
さ
ら
に
ボ
ア
ソ
ナ

ー
ド
の
学
説
が
出
訴
期
限
規
則
の
運
用
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
示
す
る
証
左

と
し
て
重
要
な
意
義
を
認
め
て
い
る
。

　
第
三
期
、
即
ち
明
治
一
六
年
の
司
法
省
内
訓
が
発
せ
ら
れ
て
よ
り
以
後
、
旧

民
法
の
制
定
公
布
を
経
て
明
治
民
法
の
実
施
に
至
る
時
期
に
お
け
る
出
訴
期
限

規
則
の
運
用
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
理
論
の
忠
実
な
実
践
的
表
現
で
あ
り
、
来
る

べ
ぎ
旧
民
法
時
効
法
に
先
駆
し
、
そ
の
内
容
を
予
告
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
起
草
に
か
か
る
旧
民
法
証
拠
論
の
立
法
と
法
典
論
争
に

よ
る
そ
の
挫
折
を
経
て
明
治
民
法
の
新
ら
た
な
時
効
法
理
の
登
場
と
い
5
制
度

的
変
動
を
背
景
と
し
て
、
出
訴
期
限
規
則
の
大
審
院
に
よ
る
運
用
が
、
債
務
弁

済
の
推
定
と
い
う
基
本
的
時
効
観
を
一
貫
し
、
旧
民
法
証
拠
論
の
時
効
理
論
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
　
　
（
一
四
四
四
）

共
通
す
る
も
の
で
あ
づ
た
こ
と
が
判
例
の
網
羅
的
検
討
に
よ
り
論
証
さ
れ
て
い

る
。
　
第
四
期
即
ち
出
訴
期
限
規
則
運
用
の
最
終
期
を
取
扱
い
、
現
行
の
明
治
民
法

典
実
施
に
伴
う
民
法
施
行
法
に
よ
る
経
過
規
定
の
適
用
を
通
じ
て
、
出
訴
期
限

規
則
の
運
用
が
、
従
来
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
的
弁
済
推
定
か
ら
一
転
し
て
、
明
治

民
法
立
法
者
が
予
定
せ
る
権
利
消
滅
原
因
に
変
化
し
た
過
程
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
る
一
連
の
判
例
を
通
じ
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
理
論
の
終
末
を

示
す
と
共
に
、
そ
れ
以
後
の
出
訴
期
限
規
則
の
理
解
が
専
ら
明
治
民
法
の
時
効

理
論
を
前
提
と
し
て
歪
曲
さ
れ
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
三
　
さ
ら
に
視
角
を
転
じ
、
第
六
章
に
お
い
て
は
、
出
訴
期
限
規
鋼
の
立
法

に
対
し
て
、
当
時
の
官
民
一
般
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
、
ど
の
点

が
批
判
さ
れ
、
2
の
よ
う
な
新
立
法
が
望
ま
れ
て
い
た
か
を
、
種
々
の
資
料
か

ら
検
討
し
て
い
る
。

　
第
七
章
の
「
補
説
」
に
お
い
て
は
、
全
六
章
に
わ
た
る
出
訴
期
限
規
則
の
制

度
的
展
開
を
回
顧
要
約
し
つ
つ
、
出
訴
期
限
規
則
と
推
定
的
時
効
論
と
が
、
し

か
く
緊
密
に
結
付
く
に
至
つ
た
史
的
要
因
を
推
考
し
、
さ
ら
に
出
訴
期
限
規
則

と
現
行
民
法
典
の
時
効
立
法
と
の
制
度
的
交
渉
を
指
摘
し
て
論
を
結
ん
で
い

る
。
　
な
お
附
録
と
し
て
明
治
前
期
時
効
立
法
関
係
資
料
が
解
題
を
附
し
て
添
付
さ

れ
て
い
る
。

　
四
　
副
論
文
と
し
て
ω
「
時
効
の
目
的
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
」
と
㈲
「
無

意
識
的
不
合
意
と
錯
誤
と
の
関
係
」
と
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
の
副
論

文
は
、
消
滅
時
効
に
つ
い
て
権
利
変
動
の
原
因
と
し
て
時
間
経
過
が
有
す
る
意



味
を
法
理
論
的
立
場
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
副
論
文
は
、
契
約

理
論
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
つ
て
主
論
文
と
そ
の
扱
う
場
面
を
異
に
す
る

が
、
旧
民
法
に
表
現
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
法
理
と
現
行
民
法
典
と
の
史
的

連
絡
か
ら
す
る
問
題
設
定
と
い
う
点
で
、
方
法
的
に
主
論
文
が
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド

の
時
効
理
論
と
現
行
法
と
の
関
係
を
間
う
こ
と
と
共
通
す
る
。

　
五
　
以
上
が
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告
の
要
旨
で
あ
る
が
、
主
論
文
の
研
究

対
象
た
る
出
訴
期
限
規
則
史
論
は
訴
訟
法
と
実
体
法
と
が
交
錯
、
分
離
、
発
展

す
る
困
難
な
課
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
霧
し
い
資
料
を
丹
念
に

精
査
し
、
明
治
前
期
の
時
効
法
の
展
開
を
論
証
し
た
努
力
ば
、
大
い
に
推
称
さ

る
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
資
料
の
な
か
に
は
学
界
未
発
表
の
貴
重
な
も
の
も

少
な
く
な
い
。

　
主
論
文
の
分
析
が
出
訴
期
限
規
則
の
制
度
的
展
開
を
中
心
と
し
た
と
と
か

ら
、
旧
民
法
か
む
明
治
民
法
に
移
る
立
法
の
推
移
が
背
後
に
押
さ
れ
、
た
め
に

現
行
法
上
重
要
な
旧
民
法
と
明
治
民
法
と
の
関
係
が
簡
略
に
取
扱
わ
れ
て
し
ま

つ
た
点
は
惜
し
む
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
本
論
文
は
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
博
士
を
享
け
る
に
充
分

な
も
の
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
四
十
四
年
一
月

　
　
　
　
　
　
主
査
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
法
学
博
士
今
泉
孝
太
郎

　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
小
　
池
　
隆
　
騨

　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
手
　
塚
　
　
豊

備
考

本
学
位
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
学
位
規
定
第
四
条
に
よ
る
も
の
で
あ
る
．

学
位
請
求
論
文
審
査
要
鴇

一
五
三
　
　
（
一
四
四
五
）


